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I. 基本情報

事 業 名 ：  （日本語）臨床研究等 ICT基盤構築研究事業 

 （英 語）ICT Infrastructure Development for Clinical Research 

研究開発課題名： （日本語）病理医不足を解決する WSI を用いた医療チームによる Medical Arts の創

成研究 

 （英 語）Study of Medical Arts by the medical team using WSI to solve lack 

of pathologist. 

研究開発担当者  （日本語）森 一郎 国際医療福祉大学医学部 病理学 教授 

所属 役職 氏名： （英 語）Ichiro Mori, Professor, Department of Pathology, School of Medicine, 

International university of Health and Welfare. 

実 施 期 間： 平成 28 年 9月 1日 ～ 平成 29年 3月 31日 

分担研究  （日本語）WSI に特化した医療チームの育成研究 

開発課題名：  （英 語）Study to promote medical team specialized for Whole slide imaging 

研究開発分担者   （日本語）森 一郎 国際医療福祉大学医学部 病理学 教授 

所属 役職 氏名： （英 語）Ichiro Mori, Professor, Department of Pathology, School of Medicine, 

International university of Health and Welfare. 

分担研究     （日本語）WSI によるエキスパートダブルチェックの診断精度を比較する研究 

開発課題名：  （英 語）Study to compare the diagnosis precision of the expert double-check 

by WSI. 

研究開発分担者   （日本語）福岡順也 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 病理学 教授 

所属 役職 氏名： （英 語）Junya Fukuoka, Chair/professor, Department of Pathology, Nagasaki 

University Graduate School of Biomedical Sciences. 
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分担研究  （日本語）WSI によるダブルチェックおよび診断精度管理を模索する研究 

開発課題名：  （英 語）Study to explore the methods of double check and accuracy management 

of pathology diagnosis by Whole slide imagings 

研究開発分担者   （日本語）佐々木 毅 東京大学医学部 人体病理学・病理診断学分野 准教授 

所属 役職 氏名： （英 語）TAKESHI SASAKI, Associate Professor, Department of Pathology, 

Graduate School of Medicine, The University of Tokyo. 

分担研究  （日本語）WSI による病理診断の適応を決定する研究 

開発課題名：  （英 語）Shortening the diagnostic turnaround time by the digital pathology. 

研究開発分担者   （日本語）伊藤 智雄 神戸大学医学部附属病院 病理部・病理診断科・教授 

所属 役職 氏名： （英 語）Tomoo Itoh, Professor/Deputy Director, Department of Diagnostic 

 Pathology, Kobe University Hospital 

分担研究  （日本語）デジタル病理を用いた細胞診実現可能性の検証研究 

開発課題名：  （英 語）A study verifying the probability of cytopathology using digital 

pathology. 

研究開発分担者   （日本語）山城 勝重 北海道がんセンター臨床研究部 臨床研究部長 

所属 役職 氏名： （英 語）Katsushige Yamashiro, Division of Clinical Research, chief, Hokkaido 

Cancer Center. 

分担研究  （日本語）WSI による病理診断の適応範囲を決定する研究 

開発課題名：  （英 語）Shortening the diagnostic turnaround time by the digital pathology. 

研究開発分担者   （日本語）吉澤 明彦 京都大学大学院医学研究科附属 総合解剖センター 

京都大学医学部附属病院 病理診断科 （兼務）准教授 

所属 役職 氏名： （英 語）Akihiko Yoshizawa. Associate Professor, Diagnostic Pathology, Kyoto 

University 

分担研究     （日本語）WSI による二次診断および診断精度管理を模索する研究 

開発課題名：  （英 語）A study to compare the accuracy between secondary pathological 

diagnosis of primary institution and taht of outside institution 

using whole slide imaging. 

研究開発分担者   （日本語）前田一郎 聖マリアンナ医科大学 病理学 准教授 

所属 役職 氏名： （英 語）ICHIRO MAEDA, Associate professor, Department of Pathology, 

St. Marianna University School of Medicine. 

分担研究  （日本語）病理医不足の現状を把握する研究 

開発課題名：  （英 語）Adequate Distribution of Pathologists in Japan 

研究開発分担者   （日本語）谷山清己 国立病院機構呉医療センター・中国がんセンター 

所属 役職 氏名： （英 語）Kiyomi Taniyama, National Hospital Organization, 

Kure Medical Center and Chugoku Cancer Center. 



3 

分担研究  （日本語）WSI による病理診断の適応範囲を決定する研究 

開発課題名：  （英 語）Shortening the diagnostic turnaround time by the digital pathology. 

研究開発分担者   （日本語）原田 大 亀田総合病院 デジタルパソロジー特任部長 

所属 役職 氏名： （英 語）Harada Oi, anatomic pathology Special director,digital pathology 

systems, Kameda Medical Center 

分担研究  （日本語）日本語）WSIに特化した医療チームの育成研究 

開発課題名：  （英 語）Study to promote medical team specialized for Whole slide imaging. 

研究開発分担者   （日本語）滝野寿 名古屋市立大学大学院 医学研究科臨床病態病理学 助教 

所属 役職 氏名： （英 語）Hisashi Takino, Nagoya City University Graduate School of Medical 

Science and Medical School Anatomic Pathology and Molecular 

Diagnostics Research associate. 

分担研究  （日本語）WSI による病理診断の適応範囲を決定する研究 

開発課題名：  （英 語）Shortening the diagnostic turnaround time by the digital pathology. 

研究開発分担者   （日本語）白石泰三 桑名市総合医療センター、副理事長 

所属 役職 氏名： （英 語）Taizo Shiraishi, kuwana Medical Center, Vice president. 

分担研究  （日本語）WSI による病理診断の適応範囲を決定する研究 

開発課題名：  （英 語）Shortening the diagnostic turnaround time by the digital pathology. 

研究開発分担者   （日本語）齋藤勝彦 富山市立富山市民病院 病理診断科 部長 

所属 役職 氏名： （英 語）Katsuhiko Saito, Chief, Division of Pathology, Toyama City Hospital. 

分担研究  （日本語）デジタル病理技術による TAT短縮を実証する研究 

開発課題名：  （英 語）Shortening the diagnostic turnaround time by the digital pathology. 

研究開発分担者   （日本語）吉見直己 琉球大学 大学院医学研究科・腫瘍病理学講座 教授 

所属 役職 氏名： （英 語）Naomi Yoshimi, Professor, Department of Pathology and Oncology, 

Graduate School of Medicine, University of the Ryukyus. 

分担研究  （日本語）胃生検でのピロリ菌検出限界の研究 

開発課題名：  （英 語）Detecting Helicobacter pylori in the gastric biopsy specimen by the 

whole slide imaging. 

研究開発分担者   （日本語）青山肇 琉球大学 医学部附属病院 特命助教 

所属 役職 氏名： （英 語）Hajime Aoyama, Research Associate, Department of Diagnostic 

Pathology, University of the Ryukyus Hospital 

分担研究  （日本語）WSI 一次診断に適した臓器を検証するための研究 

開発課題名：  （英 語）Validation study of whole slide imaging-based primary diagnosis. 

研究開発分担者   （日本語）田畑和宏 長崎大学病院 病理診断科・病理部 助教 

所属 役職 氏名： （英 語）Kazuhiro Tabata, Assistant professor, Department of Pathology,

    Nagasaki University Hospital  
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分担研究     （日本語）研究計画の発案へのアドバイス、結果の統計解析 

開発課題名：  （英 語）Advice to the suggestion of the study plan, statistical analysis of 

the result. 

研究開発分担者   （日本語）佐藤俊太朗 長崎大学病院 臨床研究センター・助教 

所属 役職 氏名： （英 語）Shuntaro Sato, Research associate,  Clinical Research Center, 
Nagasaki University Hospital, 

II. 成果の概要（総括研究報告）

統括責任者の森 一郎（国際医療福祉大学医学部病理学教授、三田病院）は、「WSI に特化した医療チ

ームの育成研究」として、病理医および口腔病理医に顕微鏡ではなくデジタル画像を用いてモニター

で病理診断を行う為の育成プランを提示することを目的で、WSI (Whole Slide Imaging)のデジタル

画像を用いた病理診断シミュレーション体験サイトを、「NPO法人病理診断の総合力を向上させる会」

と業務提携して立ち上げた。全身各種臓器約 60 例について、日常ごく普通に遭遇する病変について

WSI 画像を提示し、実際に診断を入力するシミュレーションを行ったうえで正解を表示し、1)この画

像で診断できる。2)顕微鏡で見直したい。3)とても診断できない。の 3 つの中から答えを選んでもら

い、集計する。

 滝野 寿助教（名古屋市立大学 大学院医学研究科 臨床病態病理学）は、特に病理技師を対象と

した「WSI に特化した医療チームの育成研究」として、協力施設として 10 施設を選定し、病理技師

の育成カリキュラムを作成中。試験を行う準備を進めている。また、WSI のスキャン時にエラーを起

こした例を収集し、確実にスキャンニングが可能な標本の条件について検討した。

佐々木 毅地域連携推進・遠隔病理診断センター長（東京大学医学部付属病院）は、「WSI によるダ

ブルチェックおよび診断精度管理を模索する研究」として、ダブルチェックが WSI を用いて実施可

能であるかどうかを検証する目的で、東大病理部内にあるデータサーバ内の 40,000 症例から症例を

各臓器ごとに選定して、従来のスライドガラスによる病理診断精度管理と WSI による病理診断精度

管理を比較して解析を行い、結果は同一観察者内では良好という結果を得た。また、WSI による内部

精度管理の手法の標準化と e-ラーニングによる精度管理の検証として、e-ラーニングのプロトタイプ

を作成した。5 択の問題を 5 問用意し、選択しそれぞれに解説を設けた。問題の画像はクリックする

ことで、バーチャルスライドを参照できるようにしている。受講終了後は、終了証を発行する予定で、

実証実験として成立するためには、何名に実施してもらうのか、問題数は何問が適切かなど検討中。 
 前田 一郎准教授（聖マリアンナ医科大学・病理学）は、「施設内ダブルチェックと施設間ダブルチ

ェックの比較検討を行う研究」として、該当施設の症例から一次診断が施行され，そのデータが残存

し、二次診断が施行されたダブルチェック症例を 300 例抽出し，臨床情報、一次診断、当該施設の二

次診断の集積、整理を行った。

福岡 順也教授（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科医療科学専攻生命医科学講座病理学）は、「WSI
によるエキスパートダブルチェックの診断精度を比較する研究」として、高い専門性を要求される領

域の標本について、診断困難・確定困難とされた例を抽出し、WSI によるコンサルテーションにより

診断が改善するか否かについて検討している。症例を 1000 例強集積し、エキスパート診断協力者を
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確定した。 
 田畑 和宏助教（長崎大学病院・病理診断科・病理部）は、「WSI 一次診断に適した臓器を検証する

ための研究」として、ガラススライドで診断後、ウォッシュアウト期間をおいて同じ標本を WSI で

診断し、さらにウォッシュアウト後のガラススライド診断を同一診断者について行って、相互に比較

し、不一致例とその原因について検討している。 
 吉澤 明彦講師（京都大学医学部附属病院・病理診断科）は、野島 久美子共同研究者（サクラファ

インテックジャパン）とともに「WSI による病理診断の適応範囲を決定する研究」として、特に HE
染色について WSI に適した染色条件を検討する目的で、複数の WSI スキャナーを用いて、各種臓器

標本を WSI 化し、検討を加えている。実際に条件を変えて作製した HE 標本について、浜松ホトニ

クス製のスキャナーで WSI を作製し、評価を行った。今後、他社のスキャナーについても評価を行

う。 
 伊藤 智雄教授（神戸大学医学部附属病院・ 病理部・病理診断科）は、「WSI を用いた悪性リンパ

腫の診断精度の研究」として、関連病院の過去 5 年分の悪性リンパ腫標本について WSI を作製した。

これらの WSI について改めて診断を行い、すでについているガラススライドでの診断と比較検討し、

診断が異なった場合についてその原因を検討している。 
吉見 直己教授（琉球大学医学部附属病院・病理診断科/医学研究科・腫瘍病理学講座）は、「デジタル

病理技術による TAT 短縮を実証する研究」として、WSI を用いた遠隔病理診断とガラススライドの

郵送による TAT (Turn Around Time)を、大都市圏と地方において測定し、検討している。具体的に

TAT を測定する病院の組み合わせを検討中。 
青山 肇特命助教（琉球大学医学部附属病院・病理診断科）は、「消化管胃生検でのピロリ菌の検出限

界の研究」として、WSI での診断困難さが指摘されている胃生検でのピロリ菌診断について、検討を

加えている。具体的には各種染色、WSI メーカーを比較して直接検鏡との検出感度を比較している。

WSI スキャナー間では大きな違いはなかったとの結果を得ている。 
 山城 勝重臨床研究部長（北海道がんセンター 臨床研究部）は、「デジタル病理を用いた細胞診実

現可能性の検証研究」として、カナダ Views IQ 社が開発販売している Panoptiq を用いて細胞診 WSI
ファイル作成し、さしあたり本班員に対して細胞診断の実現性を検証した。 
 谷山 清己院長（独立行政法人国立病院機構 呉医療センター中国がんセンター）は、「病理医不足

の現状を把握する研究」として、2002 年に行った同様の研究との比較をもとに、1) 日本病理学会に

報告されている認定・登録施設における病理検体数比較と、2) 病理専門医数についての比較を行った。

また、病院医療施設への電話およびダイレクトメールによるアンケート調査の目的でおこなうアンケ

ート調査票案を提示した。 
 
President director Ichiro Mori (Professor, Department of Pathology, School of medicine, 
International university of health and Welfare, Mita hospital), together with NPO “Committee for 
Advancement of Pathology for Better Cancer Patient Care”, launched the site of pathology 
diagnosis simulation using WSI (Whole Slide Image).  The purpose of this site is to show the 
training plan for making pathology diagnosis using digital image on monitor, not by microscope 
for diagnostic pathologists and oral pathologists.  Total about 60 WSI images of daily popular 
lesions from various tissues around the body were shown.  After making simulation of diagnosis, 
the answer will be displayed, and the visitors will be asked to input whether 1) the WSI is good 
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enough for diagnosis, 2) I’d like to see microscope, and 3) the WSI is too poor for making proper 
diagnosis.   
     Assistant professor Takino (Department of Pathology and Molecular Diagnostics, Graduate 
school of Medical Science and Medical School, Nagoya City University) picked up 10 collaboration 
facilities, and making curriculum program to cultivate the pathology technician followed by 
examination.  He is collecting cases that caused WSI scanning trouble to establish the condition 
of good WSI scanning. 
     Head of achieving the regional cooperation and telepathology diagnosis center Sasaki made 
a comparison study to validate whether “double-check” is successfully performed between glass 
slides and WSI, and concluded that the results were well matched if this comparison was done 
between the same observer.  He also made a prototype of e-learning program for accuracy 
management.  He is now considering how many persons should be involved, and how many 
question is optimum. 
     Associate professor Maeda (Department of Pathology, St. Marianna University School of 
Medicine) picked up cases of already made double-check by microscope for the purpose of 
comparison study between intra- and inter-facilities double-check.  
     Professor Fukuoka (Department of Investigative Pathology, Nagasaki University Graduate 
School of Biomedical Sciences) collected more than 1,000 difficult to diagnose cases, and studying 
whether consultation using WSI make an improvement of diagnosis.  He already determined 
expert collaborator. 
     Assistant Professor Tabata (Department of Diagnostic Pathology, Nagasaki University 
Hospital) is preparing for the comparison study between already diagnosed glass slides, WSI 
diagnosis after wash-out times, and glass slide diagnosis also after wash-out times.  The 
comparison will be done basically between the same pathologists, and discuss the reason of 
intra-observer discrepancies.   
     Lecturer Yoshizawa (Department of Diagnostic Pathology, Kyoto University Hospital) 
together with the joint researcher Nojima (Sakura Finetek Japan) is comparing WSI of HE 
stained slides to determine the optimum staining and scanning condition.   
     Professor Itoh (Department of pathology, Kobe University Hospital) scanned slides of 
malignant lymphoma of last 5 years from the files of related hospital.  He is going to make 
diagnosis on these WSI, and compare to the previous microscopic diagnosis.  In case of different 
diagnosis, he is studying the reason of discrepancy. 
     Professor Yoshimi (Department of Pathology and Oncology, Graduate school of Medicine, 
University of the Ryukyus) is planning to compare the TAT (Turn Around Time) between remote 
pathology diagnosis using WSI and sending glass slides by mail in both urban and rural hospitals.  
He is preparing the combination of hospitals. 
     Special assistant professor Aoyama (Department of Diagnostic Pathology, Ryukyu 
university Hospital) is studying Helicobacter pylori that is known to be difficult to observe WSI.  
He already made comparison study using several special stain and immunostain together with 
different WSI scanner, and concluded that there are no apparent difference between scanners.   
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     Department director Yamashiro (Department of Clinical Research, Hokkaido Cancer 
Center) already made WSI of cytology specimen using Panoptiq digital slide Imaging System 
from Views IQ, Canada.  He is now asking member of the group to make validation study. 
     Hospital Director Taniyama (National Hospital Organization Center, Kure Medical Center) 
is working on the insufficiency of pathologist problem based on his work on 2002.  He is 
comparing the number of pathology specimens and the number of board certified Pathologists 
between 2002 and 2016.  He is now preparing for the survey in the form of questionnaire, and 
showed the design of questionnaire survey slip.   
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